


仕　　様　　書

Ｎｏ.

１ 定格電圧 ＡＣ ５００Ｖ（実効値） 確　認 検　印 作　成
２ 公称インピーダンス ５０Ω

６,０００ＭＨｚ
-２０℃から＋８０℃
８５%RH以下

外観及び構造 図番 Ｓ-０５１１７６４ 添付図に示す。

２ 形状及び寸法 図番 Ｓ-０５１１７６４ による。
材 　料 図番 Ｓ-０５１１７６４

図番 Ｓ-０５１１７６４ による。
仕上げ 図番 Ｓ-０５１１７６４

図番 Ｓ-０５１１７６４ による。
絶縁抵抗

耐電圧
がないこと

接触抵抗

電圧定在波比
（Ｖ.Ｓ.Ｗ.Ｒ.）
互換性

結合部接続強度

ケーブルクランプ
部の引張強度

繰り返し動作

防水性

温度サイクル

耐食性

耐電圧 　ａ）低温側の温度　-２０℃±２℃
せん絡及び絶縁破壊

耐電圧 ７.４.５に基づき試験を行った後、測定する。
１,０００Ｖ（実効値）を加
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えた時異常がないこと

ひび、割れ、変形など
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緩まないこと

１.２以下

７.２.１による。
　ａ）試験電圧　５００Ｖ ｄ.c. ±５０Ｖ ｄ.c.
　ｂ）測定箇所は結合しないコネクターの中心コンタクトと

３
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　外部導体間とする。

絶縁抵抗
１３

ＪＩＳ Ｃ ５４０２　７.２.１による。

１４

　ｅ)放置時間　３０分間

絶縁抵抗
１,０００ＭΩ以下

　ｂ）高温側の温度　＋８０℃±２℃
がないこと 　c）移し換え時間　２分間から５分間
外観構造 　ｄ）サイクル数　５サイクル

７.３.１０によって抜き差しをした後、測定を行う。

こと

７.３.７を満足すること。
　コネクターにケーブルを通常使用する方法で取り付けた

　ｂ）試験速度　毎分１０回以下

　コネクターは非結合の状態で試験する。

ケーブルに取り付けたコネクターを水に浸し空気圧

　ａ）動作回数　５０００回

（１９.６ｋＰａ）を２０秒間加える。
番号５の性能を満足すること。

　後軸方向に引張力を加える。
　引張力：１９６Ｎ以上

の異常がないこと

異常なく結合すること

　引張力：３００Ｎ

外部コンタクト間とする。

　　　　　　　　周波数範囲　０.３ＭＨｚから４,０００ＭＨｚ（5D-FB-LITE使用時）

７.３.８を満足すること。

１,０００ＭΩ以上

せん絡及び絶縁破壊

漏れによる気泡がない

軸方向

接続ナットが外れたり、

１０ｍΩ以下

　ｂ）電圧印加箇所は結合しないコネクターの
　中心コンタクトと外部導体間とする。
７.２.３による。
ケーブルを付けない中心コンタクトと

７.２.４による。周波数範囲　０.３ＭＨｚから６,０００ＭＨｚ　下図参照 2/2 （5D-FB使用時）

３mΩ以下

結合部寸法は図番 Ｓ-０５１１７６４

試験方法（ＪＩＳ Ｃ ５４１０）

オス結合部とメス結合部を結合させたとき。

８.３.１によるほか

８.３.２によるほか

７.２.２による。
　ａ）試験電圧 １,０００Ｖ ａ.c. （実効値）

定 　格

項　　　目

３ 周波数範囲
４ 使用温度範囲
５ 使用相対湿度

性　　　能

０５１０５８２

株式会社トーコネ

品 　名
図　 番
規 　格 ＪＩＳ Ｃ ５４１１に準拠

ＮＰ-５ＦＢＷ
Ｓ-０５１１７６４

ケーブルの移動及び
ケーブルクランプ部に
異常がないこと
接触抵抗

渡邉

'17,05,31

直弘

檜
17.05.31

澤

山
17.05.31

本
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耐食性

適合ケーブル

VSWRデータ

１
２
３
４
５

変　更　履　歴 日　　付

５０ｍΩ以下
接触抵抗

性　　　能
７.４.５に基づき試験を行った後、測定する。

試験方法（ＪＩＳ Ｃ ５４１０）

品 　名 ＮＰ-５ＦＢＷ ０５１０５８２

15

社名変更 2012.01.05

耐
候
性

項　　　目

適合ケーブル　追記 2012.08.29
誤記修正 2017.05.31
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５Ｄ-ＦＢ、５Ｄ-ＦＢ-ＬＩＴＥ
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